
発行日 平成30年 12月
発　行 茨城県歯科医師会　水戸市見和2丁目292番地
電　話 029（252）2561～2　FAX  029（253）1075
ホームページ http://www.ibasikai.or.jp/
E-mailアドレス id-05-koho@ibasikai.or.jp

発行人 渡辺　　進
編集人 柴岡　永子 

茨　歯　会　報

この会報には、環境に配慮して植物油インキを使用しております。

茨　歯　会　報

 N o . 5 9 4 N N N N NN N N N NNNN NNNNNNN o .o .o .o .o .o .oo .o .ooooooooooooo .oo .oo 5 95 95 95 95 95 95 95 95 95 95 95 95 95 95 95 95 99955 4444444444444444444444444444444444444

茨城県歯科医師会
IbbIbIbIbIbarararararrakakakakakaa ii ii DeDeDeDeeDDDentntntntntn alalalalalalalaal A A A AAAAA Assssssssssssocococococooociaiaiaiaiaaattt it it it itt onononono

12December

平成30年
2018



No.594

Contents

http://www.ibasikai.or.jp/
ホームページアドレス

表紙写真について

茨城県フラワーパークの
イルミネーション
足利フラワーパークと比べると、知名度は低
いのですが、今年は100万球にスケール
アップして開催しています。

（社）茨城・県西歯科医師会　古橋 仁

デンタルアイ— ————————————— １
　飯島　清人

理事会報告— —————————————— ３

会務日誌— ——————————————— ５

学術委員会だより— ——————————— ８

地域保険委員会だより— ————————— 14

学校歯科委員会だより— ————————— 17

警察歯科協議会だより— ————————— 29

専門学校だより— ———————————— 30

同好会だより— ————————————— 32
　鹿志村　圭

ピンクのエプロン— ——————————— 34
　池田　明美



“平成”と“ IT ”

理事
飯 島 清 人

平成30年も残すところあとわずか、来年は、

新元号が施行されます。そこでこの30年を情報

管理の側面から振り返ってみると、実に多くの

変遷があったことがわかります。

平成元年（1989年）、歯科医院のレセプト

は、まだ手書きが主流でした。レセプトコン

ピュータ（以下、レセコン）は、オフィスコ

ンピュータ（以下、オフコン）とドットインパ

クトプリンタと連続紙の組み合わせが主流であ

り、印刷に数時間を要したがそれでも手書きよ

りは圧倒的に早かったですね。

1991年、超小型携帯電話「mova」発売

1993年、日本での商用インターネットサービ

ス開始

1994年、行政関連文書のA４化、携帯電話の

売り切り開始

1995年、Windows95発売は、パーソナルコン

ピュータ（以下、PC）が一部マニアやエンジニ

アのものから広く一般社会に広まったことはエ

ポックメーキングでした。歯科ではまだオフコ

ンが活躍しており、PCが主力として医院導入さ

れるのは、まだ数年先だった記憶があります。

1998年、cdmaOne（DDIセルラー）発売

1999年は、NTT分割やi-modeサービス開始、

商用ADSLサービス開始もありました。社名変

更で「J-PHONE」が誕生。あの７月は何事もな

く無事通過しました。

2000年、全キャリアでアナログ方式携帯電話

のサービス終了

2001年、WindowsXPが発売され、時間差はあ

るもののレセコンがPC機に変わり、プリンター

もレーザープリンターに変わり、印刷時間が数

時間から10数分にまで短縮されたのもこの時期

です。光回線（FTTH）が開始され、いよいよ

大容量・高速通信が本格化します。

2010〜2011年頃がスマートフォン元年と言

われるようですが定かではないようです。た

だ普及は急速に進み、現在は75%以上がスマー

トフォンとなり、固定電話やパソコン保有率

を上回っています。従来型携帯電話（Future 

Phone）は29.3%です。

2015年、マイナンバー制度開始

2017年、レセプトオンライン開始。プリン

ターの呪縛・編綴等から解放されます。ただ

し、インターネット接続環境は必須となり、公

的機関からの情報提供等も同様のものとなりま

した。

こ れ ら と 連 動 す る よ う に 、 F a c e b o o k 、

Twitter、LINE、そしてInstagram等々サービス

は次々生まれ急速に発展していくのがデジタル
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社会であり「平成」の特徴の１つでしょう。

そして速度は緩やかながら確実に進んでいる

のが高齢社会です。頻繁に取り上げられるよう

になったのも「平成」の特徴の１つだと思いま

す。

「平成29年簡易生命表」によると、日本人

の平均寿命は、男性が「81.09歳」、女性が

「87.26歳」と過去最高を更新しました。65歳以

上の高齢者の占める割合が全人口の７％を超え

た社会は「高齢化社会」、14％を超えた社会は

「高齢社会」と呼ばれ、日本でも全人口の21％

を超えた「超高齢社会」となるのは時間の問題

といわれています。

平均寿命が延びることに関連し、定年延長や

年金支給年齢引き上げ等が広く検討されるよう

になり、「人生100年」もよく耳にするように

なりました。敦盛の２倍ですね。地域医療そし

て介護医療は、医科・歯科単独では到底成り立

たず、行政や多業種による連携医療がより効率

的に稼働できるよう密接な取り組みが必要であ

り、地域包括ケアシステムの構築が求められて

います。

立場を変えて、我々歯科医師側の年齢構成を

みると、茨城県歯科医師会の場合、65歳以上

29.7%と一足早く超高齢社会を迎えています。

平成30年11月現在、平均年齢：59.3歳、最頻

値：60歳、中央値：60歳となっています。構

成としては55〜69歳54.5％と半数を占め、特に

60〜64歳に21.6％が集中しています。この年齢

帯が多いのは、人口10万人に対し歯科医師50名

とする施策により、1960年初め７校だった歯学

部・歯科大学が、1980年代前半にかけ新設・増

設され、国立11校、公立１校、私立17校の計29

校となったこと。それに伴い、入学者数も約700

人から約3400人へと大幅に増加した時代とほぼ

重なるのはご承知のことと思います。その後、

平成26年頃は入学者数も約2400人まで削減さ

れ、今に至っていますが、人口10万人に対し歯

科医師81.8人とかなり超過しています。今後10

〜15年後の会員構成については、需給問題と合

わせて注視していかなければなりません。

さ て 、 1 1 月 現 在 の 会 員 1 3 0 0 余 名 は 男 性

87.8％：女性12.2％の割合で構成されていま

す。東日本大震災の前後で比較すると、震災以

前は男性88.6%：女性11.4%、震災以後では男性

81.3％：女性18.7％となっています。平均値：

42.5歳、最頻値：35歳、中央値：41歳ですが、

会員数としては既に全体の11.5％を占めていま

す。

また、女性会員の比率は約10年間隔で振り

返ってみると、約１〜２％ずつ増加していたの

に対し、震災後は約７％と非常に大きくなって

います。

大学での女子学生比率が増加している影響が

大きいのですが、今後も更なる増加が予想され

ることから、日本歯科医師会でも、「女性歯科

医師を応援する就職支援サイト」をホームペー

ジ上に開設し支援を開始しています。女性歯科

医師の割合が増加するのも「平成」の特徴かも

しれません。
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第７回理事会

日　時　平成30年10月18日（木）14時

場　所　茨城県歯科医師会館　会議室

報告者　増本章典

１．開　　会

２．会長挨拶

３．報　　告

（1） 一般会務報告

（3）第27回県民歯科保健大会について

（4）（日歯より）女性の政策方針決定参画状況

に関する調査について

（5）「平成30年度茨城県医療安全研修会」の後

援依頼について

（6）日歯災害歯科災害歯科保健医療体制研修会

について

  

（7）疾病共済の支払いについて

土浦石岡地区　　1名　　61日

県南地区　　　　1名　　15日

県南地区　　　　1名　　40日

（8）第22回県総合リハビリテーションケア学会

学術集会への後援･単位認定について

（9）警察歯科協議会の開催について

（10）大規模災害 即時対応マニュアル（案）

　　及び災害対応規定・細則（案）について

（11）HIV歯科治療ネットワーク構築について

（12）2019年学術シンポジウムの開催について

（13）委員会報告

４．協議事項

（1）入会申込みの受理について

今井加奈子先生　　東西茨城地区　　１種

　　　　　　　　　東北大歯　　　　承認

人見　祐一先生　　土浦石岡地区　　１種

　　　　　　　　　日大松戸　　　　承認

齋藤　　徹先生　　つくば地区　　　１種

　　　　　　　　　東歯大　　　　　承認

井口　寛弘先生　　県南地区　　　　２種

　　　　　　　　　医歯大　　　　　承認

岩㟢　隆行先生　　県西地区　　　　２種

　　　　　　　　　奥羽大歯　　　　承認

川崎　陽子先生　　西南地区　　　　１種

　　　　　　　　　東北大歯　　　　承認
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（2）茨歯会報広告の掲載について（岡山情報処

理センター）

承認

（3）平成31年度会費免除申請について

承認

（4）第７回MITO世界チョコレートフェスティ

バルへの協賛金のお願い

一口２万円を協賛金とすることで承認

（5）平成31年度事業計画及び事業予算案の提出

について

事業予算の努力目標を今年度より１割削減

することで承認

（6）第17回日本睡眠歯科学会総会・学術集会の

公務出張の取り扱いについて

承認

（7）その他

県歯科医師会と県保健福祉部との協議会の

開催について

承認

　○行事予定について

　　平成30年10月25日（木）

　　　９時　地区対抗ソフトボール大会

 

　　平成30年11月11日（日）

　　　13時30分（開会）　県民歯科保健大会

　　平成30年11月15日（木）

　　　14時30分　第８回理事会

　　　16時30分　県保健福祉部との協議会
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１０月１８日	 　専門学校創立50周年記念式典がホテルレイクビュー水戸にて挙行された。

	 　出席者　235名

１０月１８日	 　労働保険事務組合事務担当者研修会がテラスザガーデン水戸にて開催され、働き方改革ほ

かについて研修が行われた。

	 　出席者　須能 

１０月１８日	 　第７回理事会を開催。入会申込みの受理、茨歯会報広告の掲載について（岡山情報処理セ

ンター）、会費免除申請、第７回MITO世界チョコレートフェスティバルへの協賛金のお願

い、次年度事業計画及び事業予算案の提出、第17回日本睡眠歯科学会総会・学術集会の公務

出張の取り扱いについて協議を行った。

	 　出席者　森永会長ほか18名

１０月１８日	 　第７回広報委員会を開催。会報11月号の校正、会報12月号の編集、著者校正の現状・改

善点に関して協議を行った。

	 　出席者　柴岡広報部長ほか５名

１０月１８日	 　第２回業務・会計監査を執行。業務（４月１日〜８月31日）、会計（平成30年度現況）

について監査を実施した。

	 　出席者　鈴木監事ほか７名

１０月２１日	 　埼玉県歯科医師会110周年記念式典が大宮ソニックシティにて開催された。

	 　出席者　森永会長

１０月２１日	 　口腔ケア講習会を古河市福祉の森会館にて開催。「要介護高齢者に口腔ケアをしてあげる

理由」の演題で歯科衛生士による実技指導を交えて、保科守介護保険委員が研修を行った。

	 　受講者　34名

１０月２３日	 　摂食嚥下研修会の第４回目を開催、「摂食嚥下機能訓練の実際②」について実習を行っ

た。

	 　受講者　75名

１０月２４日	 　第56回手をつなぐ育成会茨城大会が県総合福祉会館にて開催された。

	 　出席者　森永会長

１０月２５日	 　第23回茨城県歯科医師親善地区対抗ソフトボール大会が水戸市総合運動公園にて開催され

る。今回は日立歯科医師会が主管であり、県内８チームが出場、珂北歯科医師会「珂北ヤン

キース」が15年ぶりの優勝を飾り、準優勝は茨城・県西歯科医師会であった。

	 　参加者　147名

１０月２５日	 　専門学校にて指定校推薦入試を実施。歯科衛生士科、歯科技工士科の受験者に対し、同日

行われた合否決定委員会にて受験者全員を合格とした。
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１０月２５日	 　関東信越歯科医師会審査委員連絡協議会が日歯会館にて開催される。基調講演「平成30年

度診療報酬改定のポイントと今後の課題」の後に各都県からの17の提出議題について協議が

行われた。

	 　出席者　榊社会保険部長ほか５名

１０月２５日	 　平成30年度全国学校保健・安全研究大会が鹿児島市にて開催（〜26日）。「生涯を通じ

て、心豊かにたくましく生きる力を育む健康教育の推進」〜自ら健康で安全な活力ある生活

を送ることができる子供の育成〜をテーマに、全体会では表彰式、記念講演が開催され、翌

日は10題の課題別研究協議会が行われた。席上、学校保健功労者として長濵勝榮氏（古河

市）が文部科学大臣表彰を受けられた。

	 　出席者　千葉理事ほか１名

１０月２５日	 　第68回全国学校歯科医協議会が鹿児島市にて開催され、「こんなところにも目を向けよ

う！スクリーニングとして重要な学校歯科健康診断」と題して鹿児島大学大学院医歯学総合

研究科小児歯科学分野教授の山㟢要一先生が講演された。

	 　出席者　千葉理事ほか１名

１０月２９日	 　第１回県後期高齢者医療広域連合運営懇談会が水戸市「ミオス」にて開催され、医療費等

の状況ほかについて協議が行われた。

	 　出席者　黒澤副会長

１０月３１日	 　保険医療機関を対象とした個別指導が厚生局茨城事務所にて実施された。 

	 　対象医療機関数　４

１０月３１日	 　地域医療連携推進懇談会運営委員会が県立中央病院にて開催され、地域医療連携推進懇談

会運営委員会要項の改正ほかについて協議が行われた。

	 　出席者　今湊理事

１１月　１日	 　第６回歯科助手講習会を開催。「共同動作」、「救急処置」について講義を行った。

	 　受講者　39名

１１月　１日	 　第４回茨城スポーツ・健康づくり歯学協議会プロジェクトチーム委員会を開催。２月歯科

医学会「三ヶ田氏」講演会、一次後方支援歯科診療所、二次後方支援病院選定、国体開会式

での四師会での啓発ブース、今後の救護所派遣の展開、障害者スポーツ大会への救護所派遣

について協議を行った。

　	 　荻野いばらきスポーツ・健康づくり歯学協議会プロジェクトチーム委員長ほか５名

１１月　３日	 　第71回栃木県歯科医学会が栃木県歯科医師会館にて開催される。本県より関隆氏が研究発

表の講演を行った。

	 　出席者　今湊学術部長ほか４名

１１月　３日	 　県看護協会創立70周年記念式典が水戸プラザホテルにて開催された。

	 　出席者　黒澤副会長 

１１月　５日	 　県警大震災警備訓練の一環として、県警捜査一課主催の多数死体取扱要領訓練が県警察学

校武道館にて実施され、本会よりの講師が口腔内所見採取について講演を行った。

	 　出席者　小林警察歯科医ほか１名
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１１月　７日	 　県学校保健会長ほう賞選考委員会が県メディカルセンターにて開催され、平成30年度県学

校保健会長ほう賞受賞者の選考について協議を行った。

	 　出席者　森永会長ほか１名

１１月　８日	 　専門学校にて公募推薦入試を実施。歯科衛生士科、歯科技工士科の受験者に対し、同日行

われた合否決定委員会にて合否を判定した。 

１１月　８日	 　保険医療機関に対する集団的個別指導が水戸生涯学習センターにて実施された。

	 　対象医療機関数　46

１１月１１日	 　第27回茨城県民歯科保健大会を開催。高齢者よい歯のコンクール、親と子のよい歯のコ

ンクール、茨城県歯科保健賞および歯と口の健康に関するポスターコンクールの表彰を行っ

た。

	 　参加者　170名

１１月１２日	 　第２回ケアプラン適正化検証委員会が県産業会館にて開催され、試行事業の進捗状況ほか

について協議が行われた。

	 　出席者　小野寺理事

１１月１３日	 　各分野において県勢発展に著しい功績があった方々を称える「茨城県表彰」の表彰式が茨

城県庁にて執り行われた。

	 　出席者　森永会長

１１月１４日	 　都道府県専務理事連絡協議会が日歯会館にて開催され、時局問題について協議が行われ

た。

	 　出席者　渡辺専務

１１月１４日	 　第７回社会保険正副委員長会議を開催。第８回委員会、審査委員連絡協議会、次度事業計

画（案）及び事業予算（案）、指導、疑義、理事会、審査内容について協議を行った。

	 　出席者　榊社会保険部長ほか３名

１１月１４日	 　第８回社会保険委員会を開催。審査委員連絡協議会の各都県の回答、疑義、次度事業計画

（案）及び事業予算（案）について協議を行った。

	 　出席者　榊社会保険部長ほか20名
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学術委員会　　阿部　英一

平成30年度 学術シンポジウム開催報告
「超高齢化社会における地域医療を担う

我々開業歯科医師の役割」
日時：平成30年９月30日（日）10：00〜16：00
場所：茨城県歯科医師会館３階講堂　　　　

平成30年９月30日（日）台風24号（Trami）が

迫るなか、米山武義先生、ならびに宮﨑秀夫先生

をお招きして、「超高齢化社会における地域医療

を担う我々開業歯科医師の役割」と題して、参加

者71名のもと、森永和男会長から開会のご挨拶

後、学術シンポジウムを開催いたしました。

趣旨

来るべき2025年問題を踏まえ、超高齢化社会の

中での口腔保健医療を担う我々開業歯科医がその

対応について考え、取り組むべき時代が目の前に

迫っています。高齢期を迎えるまで、またターミ

ナル期を迎えるまでのそれぞれのライフステージ

においてのプライマリーヘルスケアをどう推進し

ていくのか、そしてその過程での歯科医師として

の役割、明日からでもできる口腔ケアや口腔機能

の維持・向上への対応についての貴重なご講演を

いただきました。

講演内容

講演１

『開業歯科医師が地域医療の骨格を担う時代が来

た！—「口腔医療時代」を迎える準備ができてい

ますか！？』

米山歯科クリニック（静岡県）

　米山 武義 先生

近年、口腔健康管理（口腔ケア）は、歯科疾患

の予防を目的としたものから、口腔の持つあらゆ

る働き（摂食、咀嚼、嚥下、構音など）を健全に

維持し、全身健康に寄与するものとして理解さ

れ、実践されようとしている。歯科が長い間、医

療の中枢から遠い位置に甘んじていた事は否めな

い。しかし近年、口腔管理（衛生管理、機能管

理）が肺炎等の感染症の予防や生活習慣病予防に

極めて重要な位置にあり、様々な疾病の回復にも

口腔管理が重要である事が多くの研究から明らか

になりつつある。
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私は近未来“口腔医療の時代”を迎えると固く

信じている。それは何より口から食べると元気に

なり、人生に納得するからである。人生は口で決

まる。我々は真剣に「口腔からの医療革命」を地

域から推し進めなければならない。「入り口よけ

れば終わりよし、終わりよければすべてよし」歯

科医療の存在価値はそこにあるのではないか。

講演２

『超高齢ステージに突入する前段階での地域歯科

医師の役割』

明倫短期大学（新潟県） 副学長

　宮﨑 秀夫 先生

超高齢社会では、限られた医療費・社会福祉財

源と人的資源を有効に活用する事が不可欠であ

る。口腔保健医療の職域に期待される事は、要介

護高齢者に対する口腔ケアやリハビリに積極的に

参入する事に加え、口腔の局所炎症や歯の喪失の

帰結として生じる全身組織・臓器への負の影響を

予防し、医療・介護が必要となる高齢者の絶対数

を減らす事である。

そもそも、死ぬ直前まで高いQOLを確保する事

は国民の究極の望みであり、口腔保健医療は不適

切な栄養摂取や高栄養による肥満・糖尿病，低栄

養による炎症性疾患や癌など生活習慣病予防に貢

献してきたはずである。同時に、我々の治療分野

では、歯科疾患から咬合・咀嚼機能喪失，低栄養

を通し、歯科疾患の増悪化に戻る負のスパイラル

を遮断する事、オーラル・フレイルティ・サイク

ルへの移行を可及的に防止する事が重要であり、

そこに本来の役割がある。オーラルフレイル予防

では遅過ぎる、それは歯科医師の敗北を意味する

ものである。２大歯科疾患はstaff care、口腔保健

指導、教育で予防できるものである。高齢者社会

にはprofessional careが必須であり、それには歯

科衛生士が地域のコミュニティーで活躍できるよ

う、どのように戦略的に配置すれば良いか、歯科

医師全体で考えるべきである。

シンポジウム　ディスカッション

　座長：中井巳智代委員

台風24号の影響で、東海道新幹線が16時に運

行中止との情報が入り、米山先生は、講演会終了

後早めに帰路に就かれ、ディスカッションでは書

面により会場からの質問にご回答をいただきまし

た。

質疑応答（米山先生へ）

質問１： 口腔ケアには重要な効果がある事を立

証していただきました、国民にそれを

さらに宣伝していただければ、例え

ば、なかなか効果がでなくても口腔ケ

アーを継続していただけると思いま

す。さらなる普及をお願いします。そ

うなれば訪問診療も行きやすくなると

思います。「地域が一つの病院」とい
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うのは良い言葉です。家族に理解が得

られず、失敗あるいは継続できなかっ

た例はありますか。

回　答： 訪問看護をされているような場合、そ

の看護師さん、ケアマネージャーさん

と仲良くなって、そこで十分アナウン

スしていただいたり、ご家族に同意を

得たり、教育をされたりする事が肝要

なのではないかと思います。うまくい

かなかった事もあります、それには、

地域の人々の理解度を上げる事が必要

です。

質問２： 認知症が進んで、お口の周囲や口腔内

を触ると暴れる患者さんの対応方法

は。

回　答： 決して楽ではありません、とても大変

です。口腔周囲のマッサージをしなが

ら口腔周囲の皮膚を触れる事も、目線

も大切です。目線は平にして遠位から

近位に触れてくる事、フレンドリーに

接する事や、焦らずあまり高い目標を

立てない事も大切です。

質問３： 病院歯科は変化しつつあり、地域にお

ける歯科医はまだ治療優先、疼痛治療

優先で、格差を感じる事があるが、組

織や歯科医師会での対応に良案はある

でしょうか。

回　答： 病院長のお考えが大切だと思います。

病院はトップダウンが生かされます。

しかし、地域の歯科医は外からの圧

力 、 訪 問 関 係 の 職 種 や ケ ア マ ネ ー

ジャーさんからの要請が動きを促すと

思います。

質問４： ロイテリ菌について先生のお考えをお

聞かせください。

回　答： 深い考察ができていませんのでここで

のコメントはお許し下さい。

　

質問５： 口腔粘膜炎と薬の関わりを医科の先生

とどのように対応されているでしょう

か。口腔領域に対する抗コリン作用の

ある薬についての理解があまり得られ

ていないのが現状だと思います。

回　答： 薬の副作用が口腔に現れやすいという

事を業種間で共有する事が大切です。

マスコミで少しずつ大切な情報として

流してほしいと思います。

　

質疑応答（宮﨑先生へ）

座長：上野卓也委員

質問１： 研究データを収集する前に倫理委員会

を通す必要がありますが、書類を製作

する上で参考になる書物やインター

ネットのサイト等があれば教えてくだ

さい。倫理委員会で書類を通すための

注意点について。

回　答： どこの組織の倫理委員会に書類を出さ

れますか。それによって書類のフォー

マットがあります。チェックリストに

したがって製作していくとほぼ完成す

る型になると思います。ネットで検索

すると公になっていないものでも見つ

かる場合があります。それを利用する
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事もできます。書物でまとまっている

ものはないと思います。ポイントは２

つ。①個人情報保護に関するもの。②

生体侵襲性の有無です。

質問２： ディスバイオシスという言葉が最近目

につきます。口腔内細菌と腸内細菌と

の関わりについてご教示ください。口

腔常在菌のコントロールが医療の中心

的役割になる事に期待感があるのです

が。

回　答： よく解りません。これが正直なところ

です。期待感をもって良いと思うので

すが、口腔内細菌と腸内細菌の関連性

は、複雑怪奇なものだと思います。抗

菌薬を使用してかなり腸内細菌を抑え

ようとすると、口腔内細菌も同時に

減ってきます。これが良いかどうかは

解りません。口腔内の悪玉菌を善玉菌

に置き換えて行こうとういう試みはさ

れています。あまりきれいでも良いと

は言えないかもしれません。サプリと

して摂っても１週間は持ちません。毎

日摂らないといけないようで、そこま

でする価値があるかどうか、本当のと

ころは解りません。

質問３（ 中井委員）：フレイルになってからの

予防では遅いのではないかと思いま

す。それぞれの年齢のステージでアプ

ローチしていく事は色々とあると思い

ますが、フレイルになる前の段階で一

番重要なポイントとしておさえておき

たいステージはありますか。

回　答： 理論的には反抗期である18、19歳ま

でが、鍵を握っていると思います。成

人に達したときには社会に対する責

任、自分自身の健康管理責任という事

もあります。健康コードを形成してそ

れを実行できるようにならなければ社

会人にはなれません。小学校を卒業し

た後、親の手から離れてもそれまでに

築き上げてきたものはかなりの財産に

なっていると思います。

中井委員 ：それではこの辺でディスカッション

を終了させて頂きたいと思います。宮

﨑先生ありがとうございました。これ

にてシンポジウムを閉じさせていただ

きます。

この後、黒澤俊夫副会長より宮﨑先生へ感謝状

贈呈があり、閉会のご挨拶をいただきシンポジウ

ム閉会となりました。
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学術委員会　　阿部　仰一

第71回栃木県歯科医学会に参加して

去る11月３日に第71回栃木県歯科医学会が開催

されました。茨城県歯科医師会から学術担当理事

の今湊良証先生、学術委員長の安藤和成先生、学

術委員の中川威先生、学術委員の阿部、茨城県代

表として口演発表を行った関　隆先生の計５名で

参加してきました。

初めて参加する私は、８時半現地集合という時

間にやや緊張しながら、宇都宮市にある栃木県歯

科医師会館に向かいました。着いた場所は広い駐

車場で、羨ましい感じがしました。その代わり建

物の方は、茨城県歯科医師会館に比べるとやや小

ぶりな感じでした。

プログラムはA会場で午前が一般口演、午後が

特別講演、また午前のみB会場で特別講演、D会場

で症例発表が行われました。８時45分から開会式

が行われ、９時から一般口演が始まりました。会

場が３つあるためA会場はやや空席が目立ち寂し

い感じもしましたが、症例発表が行われた会場は

狭い部屋のせいもあって立ち見が出るほどの盛況

でした。

一般口演は計19題で、約半数が獨協医科大学

口腔外科、自治医科大学口腔外科などの病院歯科

の発表でした。茨城県歯科医学会でも病院歯科の

発表が多いので開業医の学会発表は敷居が高いの

かもしれません。しかしながら、地区歯科医師会

から、症例報告タイトルの計量テキスト分析とい

う初めて見るような口演や、最新の口腔内スキャ

ナーの口演等、わかりやすくて興味ある発表があ

りました。

本県からは、日立歯科医師会の関　隆先生が

「睡眠時無呼吸症への日立歯科医師会の取り組

み」というタイトルで発表されました。日鉱記念

病院との医科歯科連携の目的や経過、その成果に

ついて口演されました。CPAP療法とOA（口腔内

装置）との比較では、装着感、携帯性、経済性で

優っている事、またOAの有用性について実際の症

例を交えて発表されました。最後に、茨城県の睡

眠時無呼吸症医科歯科ネットワークの構築につい

ての紹介もあり、茨城県歯科医師会のPRにもなっ

たかと思います。

栃木県歯科医学会では、歯科医師以外に技工士

会、衛生士会、さらには栄養士会からの口演発表
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がありました。多職種連携や地域包括ケアという

観点からすばらしい事だと感じました。

午後の特別講演は会場もほぼ満席になり、日本

歯科大学教授で日本歯科大学新潟病院在宅ケア新

潟クリニック院長の黒川裕臣先生による「在宅医

療　〜もう一歩上の新たなステージへ〜」という

タイトルで行われました。昭和62年にプロジェク

トチームを編成して在宅歯科往診ケアチームが発

足した話から、在宅寝たきり老人歯科保健推進事

業に取り組んだ事、平成６年に在宅医療が明確化

され、外来、入院に次いで第３の医療と位置付け

された事など、また新たなステージとして在宅医

療のみを実施する「在宅ケア新潟クリニック」を

開設した事などを、多方面からまた具体例を示し

ながら、２時間45分という長時間にわたって講演

されました。地域包括ケアシステムで口腔機能改

善に積極的に対応し、人間の生活の根幹に関わる

生きる力を支援するのが、我々歯科医師に求めら

れているという言葉が印象的でした。

16時30分から閉会式が行われ、無事閉会しまし

た。

今回、初めて参加して、コンパクトながら内容

の濃い栃木県歯科医学会に好印象を持ちました。

また、地区歯科医師会の支部長が座長を務めた

り、次演者席が縦に５席ほど並んでおり演者のみ

なさんがきちんと座ってる姿も、印象に残りまし

た。機会があったらまた参加させていただきたい

と思います。

なお、学会終了後、宇都宮グランドホテルで懇

親会が行われ、今湊理事、関先生、阿部が参加

し、栃木県歯科医師会の先生方と親睦を深める事

ができました。
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地域保健担当理事　　北見　英理

第77回日本公衆衛生学会に参加して

平成30年10月24日（水）〜10月26日（金）にかけ

て、福島県郡山市において第77回日本公衆衛生学会

総会が開催され参加しましたので報告いたします。

総会のメインテーマは、「ゆりかごから看取り

までの公衆衛生〜災害対応から考える健康支援

〜」でした。安村誠司学会長（福島県立医科大学

医学部公衆衛生学講座教授）は、

『今から約７年前の2011年３月11日に東日本大震

災が起こり、東北地方太平洋沿岸を中心に甚大な

被害が発生しました。この年の第70回総会（秋田

市）では、「被災地の公衆衛生を語る−課題解決

に向けて−」について語られ、復旧・復興に向け

た課題は、徐々に実現してきていると考えます。

しかし、福島の状況は、東京電力福島第一原子力

発電所事故により、現在でも、避難者は帰還した

人、帰還を迷う人、帰還しない事を決めた人など

多様であり、人々の健康の保持、生活の支援には

依然として問題は山積みです。

今年は、福島にとって戊辰戦争後150年という

記念の年です。明治維新後、会津を含めた福島は

あらゆる意味で厳しい状況でした。戊辰戦争の際

に敵味方なく看護・介助し、その後も孤児・病人

のための救済施設を作るなど、「日本のナイチン

ゲール」と称される瓜生岩子は福島県民の象徴と

言えます。1871（明治４）年に、福島県立医科大

学の前身にあたる白河医術講義所が開設され、２

年で須賀川に移転し、須賀川医学校となりました

が、ここで西洋医学を学んだのが後藤新平です。

後藤新平は明治政府の内務省衛生局長に就任した

あと、1920（大正９）年に東京市長となり、1923

（大正12）年の関東大震災後の復興と近代都市の

建設に大いに貢献した事でよく知られています。

また、世界的な細菌学者でとして有名な野口英世

は、渡米前に横浜検疫所検疫官補として、感染症

対策の第一線で活躍しました。福島の歴史から日

本の近代化の一面を垣間見る事ができます。

本総会は東日本大震災という苦難の中で、前を

向き、歩んでいる福島県民や東北の人々の命と健

康を守り、生活を支える支援を公衆衛生として何

を行ってきたのか、また、今後行うべきなのか、

考える機会になればと思っています。』

と述べられました。

地域保健委員会では、平成21年の第69回から10

年連続で本学会に参加し、「新しい歯科健診“口

腔機能健康測定”」について示説しています。今

年度は、演題名を「口腔機能健康測定の学校歯科

保健活動への応用に関する研究　第２報高等学校

での活用法の検討」として発表しました。下記に

抄録を示します。

【共同演者】北見英理１） 戒田敏之１） 福田雅臣２）

【所属】茨城県歯科医師会１）

　　　　日本歯科大学生命歯学部衛生学講座２）

【 目的】学校歯科健康診断は大学以外の学校で
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実施する事としている。そのため、高等学校

での歯科保健活動は成人期以前の口腔保健状

況を把握する最後の機会となると同時に、成

人期に向けた歯科保健のための行動変容を促

す重要な位置付けにあるといえる。しかしなが

ら、高等学校での歯科保健活動は、小中学校

に比べて充実した活動が行われているとは言

い難い状況にある。今回、高等学校および40

歳住民に対して、茨城県歯科医師会が開発し

た「口腔機能健康測定」を実施する機会があ

り、その結果を解析し、高等学校での活用法

について検討したので報告する。

【 対象と方法】調査対象は茨城県内のＡ高等

学校の男子101名・女子115名、計216名と、

Ｂ市在住40歳の男性92名・女性73名、計165

名です。口腔機能測定では、PS（ペリオス

クリーン）は−・＋・＋＋の３段階で評価し

た。混合力検査は赤と青の粒ガムを30回と60

回咀嚼させ３段階で判定し、咀嚼回数と混合

状態の組合せで３群に区分した。これらの結

果から総合判定を青信号：PS（−）正常群、

黄信号：PS（＋）正常群、赤信号：青黄以外

の３段階に層化した。口腔内状況と生活習慣

に関する問診調査は口腔内状況８項目、ガム

咀嚼時の状態７項目、生活習慣７項目で、自

記式で回答してもらった。

【 結果】高校生群での口腔機能測定結果と問診

結果との関連性を分析したところ、残念なが

ら有意な関連性を示す問診項目はありません

でした。また，高校生群、40歳群別に青信号

群と黄・赤信号群を目的変数とした数量化２

類による分析結果では，高校生群でレンジ値

の大きかった項目は口臭、間食、朝食、食事

で、40歳群ではむし歯、出血、口の開閉、歯

の欠損で、両者では全く異なる結果となりま

した。

　 　高校生群では、口臭がある人、朝食を食べ

ない人、食事が不規則な人が、黄赤になりや

すい、40歳群ではむし歯がある人、出血があ

る人、口の開閉に問題がある人が、黄赤にな

りやすい。

【結果】

【 考察】高校生群では40歳群と異なり、口腔内
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状況関連項目のレンジ値は小さく、食習慣や

口臭など生活習慣と関連する項目でレンジ値

が大きい事がわかった。すなわち、高等学校

での歯科保健活動を展開していく場合、定期

歯科健診による口腔内状況の把握だけではな

く、生活に身近な項目を課題に取り上げてい

く事が有効であると考えられる。また、成人

期に向けての口腔保健の維持・向上に向けた

取り組みも必要である事が示唆された。

今年の学会では、東京歯科大学歯科社会保障学

教授　上條英之先生、東北大学大学院歯学研究科

国際歯科保健学分野准教授　相田潤先生、東北大

学大学院歯学研究科国際歯科保健学分野　草間太

郎先生（常総市出身）、日本歯科大学東京短期大

学教授　大島克郎先生、国立保健医療科学院生涯

健康研究部主任研究官　田野ルミ先生、東京都歯

科医師会事業第一課課長　荒木毅氏などと交流を

深めてきました。

特に、国立保健医療科学院田野ルミ先生から

は、禁煙支援のアンケート調査を実施するので、

茨城県歯科医師会の「禁煙支援・相談歯科医院」

の先生方には多大なるご協力をお願いしたいとの

お話がありました。近日中にアンケート用紙が届

くと思いますので、その節は、よろしくお願いい

たします。

共同演者の福田雅臣教授とポスターの前で記念撮影
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平成30年10月25日（木）・26日（金）の２日間

鹿児島県鹿児島市において、１日目鹿児島市民文

化ホール、２日目ベストウェスタン レンブラン

トホテル鹿児島リゾートで「生涯を通して心豊か

に、たくましく生きる力を育む健康教育の推進」

を主題に平成30年度全国学校保健・安全研究大会

が開催されました。

県歯学校歯科担当理事の千葉先生と参加してき

ましたので報告いたします。

25日（木）13：00より開会式が行われ、その後

学校保健・学校安全の功労者に対する文部科学大

臣表彰が行われ、本県の受賞者の代理として千葉

理事が出席されました。

26日（金）9：30より課題別研究協議会が行わ

れ、第５課題の「歯と口の健康づくり」に参加し

ました。

「歯と口の健康づくり」

学校における歯と口の健康づくりは「人々の

QOL（生活の質）を高めるとともに健康寿命の延

伸に寄与すること」を目的とする口腔保健・予防

歯科学を活用した教育活動であり、研究発表校の

実践に基づき歯・口の保健づくりを目指した学校

歯科保健活動の進め方について協議するものであ

る。

（１）鹿児島県立鹿児島養護学校

外園　耕司　先生

学校歯科保健の目的「検診・口腔衛生指導・講

活・表彰式の実施等を通して児童・生徒の健康に

対する意識を高め口腔衛生の向上を図る」に設定

し、学校歯科医の協力と支援のもとに児童生徒の

実態に応じて指導を行っている。主な活動として

年２回の歯科検診、歯と口の健康週間に合せた口

腔衛生指導「いい歯の週間」の設定と啓発、歯科

検診結果に基づく表彰式を年２回学校行事に位置

付けて実施している。具体的な取り組みとしては

希望者を対象に週１回のフッ化物洗口の実施。家

庭内においてチェックシートを使用し歯みがきが不

十分であった箇所のマークにより視覚的に課題を

意識させ歯科医師や衛生士からのアドバイスをい

かして歯みがきの方法を改善させるものである。

学校歯科委員会　　原田　和弥

平成30年度　全国学校保健・安全研究大会

学校 歯科
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（２）福岡県桂川町立桂川東小学校

穴井　由貴　先生

「歯・口の健康づくりにおける子供の自己管理

能力の育成」を目指し、生涯を通して健康な歯・

口を保つことができるようにテーマを設定。

通信や家庭学習の取り組みに歯・口の健康に関

する内容を取り入れて保護者に啓発している。歯

科健康診断結果から「自分の口の中の状態にあっ

た歯みがきができていること」を課題として取り

上げ、全校児童を対象に実施したアンケートの

データを基に子供が歯・口の健康課題に気付き課

題解決のために①自己目標の設定②学校や家庭で

の実践③実践のふりかえり④次の実践に向けての

改善というサイクルに準拠した活動により子供の

望ましい生活習慣が定着するのが目標である。

具体的には給食後にうがいを行う「ぶくぶくタ

イム」（第１学年〜第４学年）や歯みがきを行　

う「シャカシャカタイム」（第５学年・第６学

年）を実施し口腔内を清潔に保つ意識を高めると

ともに、正しい姿勢でよくかんで食べる習慣を身

につけることを目的としてインナーマッスルト

レーニングを朝の活動に取り入れて学校全体で毎

日継続して行っている。

（３）埼玉県羽生市立東中学校

皆川　麻子　先生

渡邊　マユコ　先生

「歯・口は健康の入口」をキーワードに各学年

の実態に合わせ歯衛生士をゲストティーチャーと

して招き個々の生徒に目を向け実践的な態度や能

力の育成に努めている。

１年生では染め出しを行い「自分の歯を知ろ

う」というタイトルのもとに自分に合った歯みが

き方を学習、２年生では「歯と口の健康を考えよ

う」というタイトルのもとにRDテストの実施　か

む事の大切さと唾液の働きや菌の働きを理解・知

識を高めた。３年生では「かむ事の大切さを知ろ

う」というタイトルのもとに咀嚼判定ガムで自分

の咀嚼力を知り、かむ事の大切さを理解。また、

歯ごたえのある食べ物について学びつつ栄養バラ

ンスも考えた献立づくりを行った。

羽生市では平成25年度から市内の全小中学校

で週１回のフッ化物洗口を実施している。生徒保

健委員会の活動として新聞を作ったり、きれいに

みがいていた生徒への表彰、衛生チェック等を実

施、家庭、地域、小学校とも連携しフッ化物洗口

の有効性、安全性について説明、又治療が必要な

生徒へ学級担任や部活動顧問と連携し早期の治療

を促している。体育祭での参加賞を歯科医が勧め

る歯ブラシにしたり、毎日給食終了後、埼玉県歯

科医師会監修の「歯をみがこう！」という曲を校

内放送し歯みがきタイムを実施している。その結

果、むし歯に対する意識が高まったがCO、GOに

対しての理解や意識には個人差が認められる。

以上、研究発表校の実践に基づき、歯・口の健

康づくりを目指した学校歯科保健活動の進め方に

ついて

① 歯科健康診断の効果的な実施と結果等を活用

した健康教育の実施ついて。

② 各教科、特別活動及び総合的な学習の時間等

の関連を図った指導計画の作用、実施、評価

及び改善について。

③ 学校、家庭及び地域社会が連携した学校歯科

保健活動の進め方について協議がなされた。

（４）	福岡県教育庁教育振興部副理事兼体育ス

ポーツ健康課長

寺崎　雅巳　先生

小学校から中学校期の児童生徒は乳歯から永久

歯に生え変わる時期であり、特にむし歯が集中的

に発症する。むし歯は一度罹患すると自然治癒も

見込まれないことから、この時期のむし歯予防対

策は非常に重要となる。

学校保健統計調査によると、毎年小中高ともに
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減少の傾向にあり平成29年度は中学校及び高等学

校はむし歯の割合が過去最低であった。

各発達の段階における課題としては

１）幼児

　 　幼児期は食べる機能の獲得において最も重

要な時期であり、乳歯のむし歯の発生につい

ては現状では１歳から４歳までに約36％の幼

児がむし歯を持ち、６歳までには約46％の幼

児がむし歯を持つようになる。

２）小学校

　 　小学生期は心身の発育・発達が顕著であ

り、その変化を見据えた支援が必要。

　 　幼児期に始まる基本的な生活習慣の確立を

図りながら、さらに健康課題に対しては自律

的に取り組むことができるように支援するこ

とが必要。

３）中学校

　 　中学生期は乳歯から永久歯にかわり、口腔

内に対する気付きが希薄化する時期。

　 　中学生期においては健康課題を明らかにし

ようとする意識を高め、その課題を解決しよ

うとする態度を養う時期。

４）高等学校

　 　高校生期は成人期の入口に達し、生涯にわ

たる健康づくりの視点が必要。

　 　ラグビー等のコンタクトスポーツや野球な

どで「歯・口の傷害」の件数が圧倒的に多く

なるので、生涯にわたる安全確保の視点から

自他の安全の保持増進に対する理解を深める

ことが大切。

学校歯科医は健康診断及びそれに基づく疾病の

予防処置、感染症対策、食育、生活習慣病の予防

や歯・口の健康づくり等においてそれぞれ重要な

役割を担っている。さらには学校と地域の医療機

関等との連携の要としての役割も期待されること

から、各学校において児童生徒の多様な健康課題

に的確に対応するため学校歯科医の有する専門的

知見の積極的な活用が求められている。

平成30年10月25日（木）に鹿児島県鹿児島市の

SHIROYAMA　HOTEL　Kagoshima　２階アメジ

ストにおいて、第68回全国学校歯科協議会が開催

され、県歯学校歯科担当理事千葉先生と参加しま

したので報告致します。

鹿児島県県歯科医師会副会長、堀川清一先生の

開会の辞に始まり、鹿児島県歯科医師会会長伊地

知博史先生、日本学校歯科医会会長川本強先生の

挨拶があり、この協議会出席者全員の皆様が、そ

の目的である「児童生徒の健康育成」に当事者意

識を強く持ち、共に考え、情報を共有し、協議し

ていくよう述べられました。

続いて文部科学大臣の代理の方、鹿児島県副知

事他から祝辞をいただきました。

学校歯科委員会　　原田　和弥

第68回　全国歯科医協議会
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大臣表彰受賞者の紹介があり、前回開催県、三

重県歯科医師会会長田所泰先生、次回開催県の埼

玉県歯科医師会常務理事斎藤秀子先生の挨拶があ

りました。

（講演）

「こんなところにも目を向けよう！スクリーニン

グとして重要な学校歯科健康診断」

鹿児島大学大学院医歯学総合研究科

小児歯科分野教授　山崎　要一　先生

発達期の歯科健康診断で

注意を払っていただきたい特有な事項

①歯の外傷の影響

　 　乳歯の外傷は後続永久歯の形成に時として

重篤な障害を及ぼす事がある。また、脱臼歯

を再植する場合は、歯根膜治癒に注意を払う

必要がある。

②口腔習癖の歯列咬合への影響

　 　幼児期から継続する吸指癖や舌癖は側方交

叉咬合（鋏状咬合）や開咬を生み、歯の交換

時にもその状態が維持され、やがて大きな顎

偏位症へ推移する危険性がある。しかしなが

ら、低年齢児では比較的容易な方法で短期的

に咬合異常と咀嚼機能の大幅な改善を図る事

が可能であり、成人期における顎外科手術を

回避することも期待される。

③顎骨内の永久歯の形成と萌出の異常

　 　永久歯の形成障害や萌出異常の原因には、

鎖骨頭蓋異形成や骨形成不全症、大理石骨病

などの全身的要因に加え、乳歯の根尖性歯周

炎、歯原性の嚢胞や腫瘍、過剰歯、歯胚発育

遅延、歯胚位置異常などの局所的要因が作用

している場合も多い。

　 　学校での集団健康診断においても年齢に適

合した萌出状態や萌出順序、萌出状況の左右

差、歯髄処置乳歯の交換状況などに注意を払

い、危険性を察知して異常の発生を未然に防

ぐため適切な勧告につながることが期待され

る。

④永久歯の先天性欠如

　 　永久歯の先天性欠如は、その発現部位や欠

如歯数によって様々なタイプの歯列咬合異常

を誘発するため、健全な永久歯咬合の育成を

目標とした小児期からの継続的口腔管理を行

う上で大きな問題となる。

　 　先天性欠如の発現頻度については、これま

た充分な情報提供がなされていなかったため

日本小児歯科学会平成18〜19年度学術委員会

が中心になり、７大学による全国規模の調査

を実施したところ10人に１人の割合で永久歯

の欠如がみられた。

⑤呼吸障害の影響

　 　口腔内の診察時には咽頭部にある口蓋扁桃

の肥大状況も目に入る。
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　 　口蓋扁桃肥大は咽頭扁桃の肥大も想起さ

せ、鼻呼吸の障害が推察される。口呼吸は上

下顎骨の位置関係や歯列咬合形態の発育に影

響を与える。

慌ただしい学校歯科健康診断の場でともすれば

見逃されがちな小児期特有の様々な歯科的問題点

を察知する気づきの重要性についての講演でした。

講演会終了後、同ホテルの３階サファイヤに移

動して。懇親会が行われました。

多くの先生方が焼酎をうまそうに飲んでおられ

ました。

この大会に参加し学校歯科医として改めて少し

でも児童生徒の健康教育に携わる事ができるよう

努めなければならない思いになりました。

来年度は埼玉県さいたま市開催の予定です。

茨歯会報 21

594



29茨歯会報

No.594

去る11月５日茨城県警察学校において、茨城県

警察本部の多数遺体取り扱い訓練に参加したので

報告いたします。

今年度は、警察官の遺体取り扱いに重点が置か

れ、身元不明遺体の模擬検死作業が実施された。

歯科医師会からの参加は警察歯科医小林克男・立

原正仁が参加した。

訓練にあたり、歯科医師と警察官との連携にお

いて、口腔内所見採取は歯科医師が実施し、警察

官がその補助に当たる旨の説明があった。この事

は、災害時に限らず日常の口腔内所見採取も、警

察歯科医師の業務であることを明確にしたものと

評価できる。しかしながら、法令上は、口腔内所

見採取は警察署長判断での協力要請となっており、

必ずしも義務でないことが医師への検案依頼とは

大きく異なっている。

この事は東日本大震災を経験してもなお警察歯

科医の育成という観点からは、大きなマイナスと

危惧するものである。また、警察歯科医師におい

ても、口腔内所見採取活動に協力し経験を積み重

ねることが必要と考える。

訓練後に、参加警察官の教養の一環として警察

歯科医師「身元不明遺体の口腔内所見採取の流れ

及び事例報告」と筑波剖検センター長の早川秀幸

先生より、「東日本大震災においての検死活動」の

講演があった。

講演の中で、生前カルテ収集の重要性、歯科治

療痕跡の特殊性を強調し、昨今のインプラント治

療、CAD／CAM冠など、専門知識なしには判別し

にくい補綴治療については必ず警察歯科医を利用

し、口腔内所見採取を実施するよう要請した。

警察歯科協議会

平成30年度茨城県警察本部
多数遺体取り扱い訓練

警察歯科医　　小林　克男
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【体験入学】

高校生や社会人を対象とした体験入学を７月25

日（水）、８月22日（水）、９月29日（土）に実施

致しました。

歯科衛生士科ではスケーリングやバキューム、

印象採得、ブラッシングを体験して頂きました。

３年生の代表者が、各ブロックに分かれ説明を行

いましたが、専門用語を使わず、自分の言葉で分

かりやすく伝えることの難しさを感じながらも、

回数を重ねるごとに自信にあふれた表情に変わっ

ていく様子が印象的でした。

歯科技工士科では、スライドを用いてクラウン

や全部床義歯の製作過程の説明を行ったり、石膏

の練和から注入、石膏彫刻、CAD/CAMなどを体

験してもらいました。参加者は緊張した面持ちで、

本科学生のサポートを受けながら一生懸命作業を

行っていました。

近年は、高校１、２年生から体験入学に積極的

に参加する生徒も多く、自分の進路への関心の高

さがうかがえます。進路選択をする上で歯科衛生

士、歯科技工士のイメージが具体的となり、興味

を持って頂けたら嬉しく思います。

（文責　小田倉　川井）

【 スポーツ大会（全学年）】
― 歯科衛生士科 ―

９月18日（火）秋晴れの空の下、内原ヘルスパ

ークに於いてスポーツ大会が開催されました。２

年生が中心となり準備・企画をしました。どの学

年もチーム全員で声をかけ合いながら、さわやか

に汗を流し、楽しそうにプレーしていました。

バレーボールでは、華麗なアタックやサーブ、

バスケットボールは時折オフェンス・ディフェン

スの攻撃試合が進められ、真剣に競い合いました。

大縄跳びは、３分間に跳んだ回数で勝敗が決まる

ため、みんな夢中で跳び続けていました。応援に

も熱が入りクラスの絆を垣間見る事ができました。

恒例の学年対抗のリレーでは、３年生に混じり専
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任も奮闘しました。どの学年も大迫力のレース展

開となり応援の声がより一層大きくなり会場は盛

り上がりを迎えました。全種目の競技の結果優勝

は、２年生となりました。

普段の学校生活では見ることのできない新たな

一面を見る事ができ、他学年相互の親睦が深めら

れたのではないかと思います。

また、スポーツ大会の最後には、３年生へ国家

試験合格を目指して頑張ってほしいと後輩達から

激励のことば、３年生からは臨床実習で経験した

ことなどのアドバイスと、必ず全員で国家試験合

格をするという決意を表明してくれました。

（文責　橋本）

全学年集合写真
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去る10月25日（木）、恒例の茨城県歯科医師会地

区対抗親善ソフトボール大会が、日立歯科医師会

の主管により水戸市総合運動公園軟式野球場にて

開催されました。当日は天候に恵まれ絶好のソフ

トボール大会日和となりました。

今回は日立、珂北、水戸、東西、鹿行、土浦石

岡、つくば、県西の８チームの参加となり、各支

部の先生方の勇姿を拝見することができました。

開会セレモニー終了後、茨歯会会長森永和男先

生による始球式。見事な投球をされ、ついに試合

開始となりました。

初戦の相手は東西スターズ!!

我々珂北ヤンキースは雨の影

響もあり、なかなか練習日が

確保できず緊張の初戦ではあ

りましたが、浅香康仁キャプ

テンによる采配のもと、初回

から小刻みに点を重ね、投手

陣が相手打線を１点に抑えて

快勝しました。

続く準決勝は昨年準優勝の

水戸ホワイトライオンズ。機

動力とパワーのある先生が多

く、序盤からお互いに点を重

ね接戦でしたが、終盤に打線が爆発し14対８でな

んとか勝利を収めることができました。

決勝は県西バスターズとの一戦でした。毎年の

ように優勝争いを繰り広げるチームを相手に厳し

い試合が予想されました。連戦の疲れから満身創

痍の先生も多い中、お互いにエラーを出すことも

なく次々に好守が見られた緊迫した展開でした。

４回までお互い０行進で点が入らず、なんとか

５回に連打から先制点を奪い、５点のリード。最

終回、最後の打者の打球がセンターにあがり、青

砥聖二先生のウイニングキャッチで試合終了！

我々珂北支部は第８回大会以来15年振りの優勝を成

し遂げました。夜の祝勝会では小林克男珂北歯科医

茨城県歯科医師会親善ソフトボール大会報告

（社）珂北歯科医師会　　鹿志村　圭
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師会会長、浅香康仁キャプテンのもと、皆でお酒を

のみ、楽しく祝うことができました。今回15年ぶり

の優勝ではありましたが、また来年もおいしいお酒

が飲めるよう練習に励みたいと思います。

朝早くから準備をしていただきました日立支部

の先生方お忙しい中、本当にありがとうございま

した。

各支部の先生方、また来年もよろしくお願いい

たします。
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私たち県西支部は、会員30数名の中、10数名で

県西地域の市町村の乳幼児健診に、携わっており

ます。

健診に来られる保護者の方にお伝えする指導内

容は、言葉は別でも方向性は同じものと思ってお

りますが、こちらの言い方や聞き手のとらえ方で

ずれが生じる場合が稀にあります。

少しでもトラブルを回避するべく今回の支部会

で、さらなる統一性を整える為、議論しました。

主な内容は、レノビーゴはいつ頃から使い始め

たら良いかの問いには歯が生え始めたら。乾いた

歯ブラシに直接吹きかけ、磨いた後はうがいをさ

せない。

前歯は直接吹きかけても良いが奥歯は届きづら

いので歯ブラシで対応するのが好ましい。500ppm

の歯磨剤の量は、５mm以下を基本（１日何回磨

いているのか聞くのも参考）。うがいの練習は、早

めに（歯磨剤が、早く使えるようになるための対

応として）。

むし歯があるのに母乳がやめられないの問いに

はやめろとは断言しない。やめられると良いです

ねと言いつつリスクを教える。

これ以上むし歯を増やさないため何が出来るか、

“ママが出来るところから始めて”と印象良くコミ

ュニケーションをとりながら（ここが大事）、お伝

えしていきたいと思います。

（公社）茨城県歯科衛生士会　県西支部　　池田　明美

TEL・FAX  029－253－5807 
http://www.ibaraki-dh.net/ 
E-mail  jimu@ibaraki-dh.net

公益社団法人 

茨城県歯科衛生士会 

〒310－0911 茨城県水戸市見和2－292



みんなの写真館写真募集！！
このページには皆さんからの写真を掲載できま
す。表紙写真に関連した写真、ご自宅の古いアル
バムに埋もれた写真などをお送り下さい。

日 立
珂 北
水 戸
東西茨城
鹿 行
土浦石岡
つ く ば
県 南
県 西
西 南
準 会 員
計

会員数（前月比）地　　区

会 員 数

1種会員
2種会員
終身会員
準 会 員
合 　 計

117
144
154
72
105
175
126
180
153
104
5

1,335

±0

＋1
＋1

－1

＋1

1,153名
56名
121名
5名

1,335名

平成30年10月31日現在（社）茨城・県西歯科医師会　 古橋 仁
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